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(2) 自己内対話を含んだコミュニケーション

を活発にする算数授業を目指して

下関市立蓋井小学校

教諭 澄川 忠男

ア 課題設定の理由

数学的なコミュニケーション活動は、自分

の考えと友達の考えを比べて広げたり、深め

たりしていくのに有効であり、自分の考えと

友だちの考えを比べて自分を振り返り、自己

評価を繰り返していくことで自ら考える力が

育ってくると考えられる。また、一対一のコ

ミュニケーションだけでなく、個人内におけ

る自己内対話を通して、問題を解決していく

ことでも自ら考える力が育ってくると考えら

れる。

そこで、へき地・小規模校における実践を

通して、特に自己内対話を含んだコミュニ

ケーションに焦点を当て、研究を進めること

にした。

イ 取組の実際

コミュニケーションが活発に行われる授業

を展開するために、次の三つの学習の場にお

ける工夫を考えた。

(ｱ) 課題提示の場の工夫

ここでは、児童の興味・関心・疑問などに

基づいた課題意識や追究意欲を引き出すこと

が重要である。そのためには、課題意識や活

、動の目的が明確になるような教材提示の工夫

教材の開発、考えを進めていく観点を焦点化

させる発問の工夫が必要である。また、教師

と児童が問題場面に対する質問などのコミュ

ニケーションをしながら、課題意識・追究意

欲を深めていくことが大切である。

今回、第４学年「式と計算」の学習では、

、児童の生活に根ざした教材提示の工夫として

島の中に唯一ある漁協の購買部の様子を撮影

したものを示し、購買部蓋井小支店で買い物

をするという場面を設定した。

そこでは、お使い指令というゲーム的な要

素を取り入れ、教師が店の人、児童が買い物

客になるという役割で演技をすることを通し

て、教師と児童、児童同士のコミュニケーショ

ンを図り、課題意識・追究意欲を引き出すこ

ととした。

(ｲ) 自分自身とのコミュニケーション(自己内

対話)の場の工夫

ここでは、具体物を用いて、実際に操作さ

せたり、体験させたりするなどの算数的活動

を意識的に仕組んでいくことで、問題をより

自分のものとしてとらえることができ、試行

錯誤のある活動を通して、自分自身とコミュ

ニケーションをしながら、自分の考えや見通

しをもつことができる。

また、その際に、考えた理由や根拠などを

自分なりの言葉や図、表、式などで表すこと

ができるようなワークシートの提示やノート

指導の工夫が大切である。そのことは、自分

自身の言葉で概念や法則、問題解決の仕方を

改めて書くことにより、自己内対話をしなが

ら、自分の考えを振り返ることにつながる。

本時では、時間を十分に与え、自分の立式

した考えを個人用のホワイトボードに書か

せ、黒板に掲示することで自分の考えと友達

の考えとの違いを明確にさせ、自分の考えを

振り返ることを通して、自分自身とのコミュ

ニケーション(自己内対話)を図ることにし

た。特に、個人用のホワイトボードを使用す

ると、自分の机で書いたものがそのまま前面

の黒板に掲示され、前面の黒板がいわゆる

Ｍｙ黒板に変わるので、児童が授業に集中で
マ イ

きると考えた。

(ｳ) 他者とのコミュニケーション（集団での

学び合い）の場の工夫

ここで一番大切なのは、平素から児童同士

が何でも自由に話し合えるような支持的風土

づくりである。みんなの前で自分の意見を話

すことで、自分自身の思考過程を振り返り、

自己内対話をすることができる。また、友達

の意見を聞くことで、｢おかしい｣、｢どうして

だろう？｣、｢なぜ？｣といった意識が生まれや
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すく、友達の意見を聞き、自己内対話をしな

がら検討することができる。

本時では、教師が児童役に、また児童が教

師役になるなど立場を変えることで、少人数

の中での思考の広がりを促し、集団での学び

合いが少しでも充実するようにした。また、

児童の説明を教師が意図的に中断させ、その

続きをみんなで考え、他の児童が説明するこ

とで、友達の考えを自分のものとしてとらえ

させ、考えの共有化を図った。また、個人用

のホワイトボードを黒板に貼って比べること

で、自分の考えと友達の考えが明確に区別さ

れ、自己内対話の結果が他者とのコミュニケー

ションに役立つようにした。

以上、三つの学習の場の工夫について述べ

たが、数学的なコミュニケーションを成立さ

せるために、自己の考えを的確に相手に伝え

ることができる力や、自分と友達の意見を比

べることができる力を身に付けさせることも

大切であると考える。そのためにも、児童の

発言の中でよいところを見つけたり、みんな

の前で発言できたりしたことを認めてやるこ

とや、｢～だから～｣、｢～さんとは違って～｣

などのコミュニケーションを深めるような発

言の仕方を意識させることを目指して指導に

当たった。

ウ 授業の実際

(ｱ) 単元名 式と計算(第４学年)

(ｲ) 単元の目標

○式の扱いに関心をもち （ ）を使って一つ、

の式に表そうとする。また、一つの式に表

すよさに気付く。 （関心・意欲・態度）

○式の形に着目して、式の表す意味を考える

ことができる。また、自分で立てた式の説

明ができる。 （数学的な考え方）

○数量の関係を（ ）を使って一つの式に表

すことができる。また （ ）を使った式の、

計算ができる。 （表現・処理）

○加減乗除や（ ）の混合した計算の順序を

知る。 （知識・理解）

(ｳ) 指導の立場

児童は、第２学年では、加法や減法の計算

、 、（ ）方法を考えたり 説明したりするときに

を使って式に書くこと、また （ ）の中は先、

に計算することを学習している。また、第３

学年では、乗法の結合法則の学習で（ ）を

用いることを学んでいる。

本単元では （ ）を使った式や四則が混合、

した式について理解し、正しい計算ができる

ようにすることや、数量の関係を簡潔に表し

ているよさを感得させ、式を適切に用いるこ

とができるようにすることをねらっている。

（ ） 、一つの数量を表すのに を用いることや

（ ）の中を先に計算することを、具体的な

場面と関連させて明確にとらえさせるように

する。

なお、学習指導要領の移行措置により、交

換・結合・分配などの計算法則を活用した計

算の工夫や、加法と減法、乗法と除法のそれ

ぞれの相互関係の理解については、平成13年

度の削除事項となっているので指導計画の中

で取り扱っていない。

本学級の児童(男子１名、女子２名)は、明

。るく活発で学習にも積極的に取り組んでいる

仲よしで、友達同士のコミュニケーションも

よくとれており、お互いに助け合う場面も多

く見られる。

算数科の学習についての学級の傾向として

は、問題に対してまじめに取り組み、作業は

比較的丁寧であり、３人で問題を出し合って

解き合うことや黒板を使った作業も好む傾向

にある。しかし、自分の考えを自分の言葉で

表現することには個人差が見られ、自分で考

。えたことを説明することが苦手な児童もいる

また、計算技能については個人差が見られ、

文章題については、立式や解答に時間を要す

る児童もいる。

指導に当たっては、少人数であることを生

かした指導を心がけ、一人一人の特性に応じ

た指導・支援を行っていきたい。
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問題をつかむ場面では、算数に対して苦手

意識をもつ児童がいることから、問題場面を

より分かりやすくするために具体物を使って

体験させることを取り入れたい。このことに

より、問題場面がより明確になり、解決への

取り組み方に気付きやすくなると思われる。

立式をする際、式は答えを求めるための形

式的なものととらえるのではなく、自分の考

えを表現する手段、つまり、算数の言葉であ

ることを意識させたい。同じ答えが出ても、

考え方はいろいろと異なる場合があり、異な

る考え方は、それぞれ違った式で表現される

ということを意識させたい。そして、式の中

で（ ）を使うことにより、一つの式に表す

ことができるよさに気付かせたい。それは、

問題場面や数量関係を表すときに、一つの式

の方がより的確に場面の数量関係を表現でき

。 、るからである このことに気付かせるために

言葉の式を手掛かりにお互いが考えた式につ

いて検討する時間を十分に確保したい。

また、示された式から、その式はどのよう

な問題場面を表しているのかを考えて、問題

作りにも取り組ませたい。このことで、一つ

の式でも多くの場面に適用できることに気付

かせたい。このように、自分の式や友達の式

について考える中で、自己内対話をしたり、

他者とのコミュニケーションをしたりするこ

とができると考える。

計算の順序についてのまとめの際には、第

１・２学年で学習した｢左から順に計算するこ

と｣、｢（ ）のあるときは（ ）の中を先に

計算すること｣を振り返った後、｢乗除を先に

計算すること｣を確認させる。そして、この計

算順序の決まりを使って、３や４を四つ使っ

て、０から９が答えとなるような計算式を工

夫して作り出すことにも取り組ませ、計算順

序の決まりの定着を図りたい。

(ｴ) 指導計画（総時数 ５時間）

第一次 （ ）を使った式 ………３時間

(本時１／３)

第二次 計算の順序 ………２時間

具体的な指導計画は、 に示す。参考資料２

(ｵ) 本時案(第一次 １／３)

ａ 主 眼

、 、・自分なりの式や友達の式を比較 検討し

一つの式にするよさに気付くことができる｡

・ ）を使って一つの式にできるような（

問題を作ることができる。

ｂ 展 開

学 習 活 動 支 援 と 評 価 ◎評価 数学的なコミュニケーション

１ 漁協の購買部での買い ・学級内の模擬店舗で買い物 〔聞く〕

物を想起し、問題をつか をすることを知らせ、学習 ・教師の話を聞いて、問題把

む。 意欲をもたせる。 握をする。

お使い指令

購買部蓋井小支店で、買い物をすること。ただし、おつりがいくらになる

かを報告してから買い物に行くこと。

買ってくるものは、189円の牛乳と210円の食パンと100円のチョコレート

です。持っていくお金は500円です。

◎教師の話を聞いて、教師と

対話しながら問題をつかむ

ことができたか。

〔書く 〔自己内対話〕〕

２ 自分なりの方法で問題 ・自分のホワイトボードに式 ・自分なりの式をホワイトボー

を解く。 と答えを書かせる。 ドに書く。
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学 習 活 動 支 援 と 評 価 ◎評価 数学的なコミュニケーション

・一つの方法ができたら、他ア 500－189＝311

にも式が考えられることを311－210＝101

知らせ、複数の方法を見つ101－100＝1 答え １円

けさせる。イ 189＋210＝399

・自力で立式できない児童に399＋100＝499

は、漁協の購買部での買い500－499＝1 答え １円

物場面を想起させる。ウ 189＋210＋100＝499

500－499＝1 答え １円

エ 500－189－210－100＝1

〔聞く 〔自己内対話〕答え １円 〕

◎自分なりの式を立てて、問 ・教師の話を聞いて、買い物オ 500－(189＋210＋100)＝1

題を解くことができたか。 場面を想起し、立式する。答え １円

３ 自分で作った式を発表 ・児童のホワイトボードを黒 〔話す 〔聞く〕〕

し、友達の作った式と比 板に掲示し、発表させる。 〔自己内対話〕

較して同じところや違う ・ア～オのすべてが出ない場 ・自分の意見を発表する。

ところを検討する。 合は、教師が４人目の児童 ・友達の意見と自分の意見を

となって意見を発表する。 比較しながら聞く。

ア 順番に一つずつ買っ ・友達がどのように考えて式

ている。 を立てたのか予想しながら

イ 買ったものを一つず 聞かせる。

つ足して、代金の合 ・説明が難しい場合には、模

計を出している。 擬店舗で買い物を体験させ

ウ イと考え方は同じで ながら式の説明をさせる。

あるが、二つの式に ・工夫されている式はどれか 〔学び合い〕

まとめている。 という観点で検討させる。 ・自分なりの式と友達の式を

エ アと考え方は同じで ・一つの式にすると、言葉の 比較、検討しながら、実生

あるが、一つの式に 式にまとめることができ、 活で使われている計算方法

まとめている。 場面を分かりやすく表せる をみんなで考える。

オ イやウと考え方は同 ことや実際の買い物場面と

じであるが （ ） 同じことに気付かせる。、

を使って一つの式に ◎友達の考えを予想したり、

まとめている。 自分の意見を発表したりす

ることができたか。

◎みんなで式の検討をして、

一つの式にするよさに気付

くことができたか。

４ （ ）を使って、一つ ・買い物場面に限定しないで 〔自己内対話 〔話す〕、 〕

の式にして解くような問 自由に問題をホワイトボー 〔聞く〕

題を作り、発表する。 ドに書かせる。 ・自分で問題を考える。
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学 習 活 動 支 援 と 評 価 ◎評価 数学的なコミュニケーション

・問題作りに困難を示す児童 ・問題作りが難しい場合は、

には、教師が買い物場面に 教師と対話しながら考え

限定して模擬店舗を使わせ る。

たり、言葉の式をヒントと ・自分の作った問題を発表す

して与えて、それに合う問 る。

題を作らせたりする。 ・友達の作った問題のよさを

・時間に余裕があれば、友達 発表する。

の考えた問題を立式させ、

解かせる。

◎（ ）を使って一つの式に

できるような問題を作るこ

とができたか。

ｃ 評 価

・自分の式や友達の式を比較、検討し、一つ

の式にするよさに気付くことができたか｡

・ ）を使って一つの式にできるような（

問題を作ることができたか。

( ) 授業の考察カ

コミュニケーションが活発に行われるため

に、課題提示の場、自分自身とのコミュニ

ケーション(自己内対話)の場、他者とのコ

ミュニケーション(集団での学び合い)の場の

三つの学習の場において取り組んできたこと

について振り返ることとする。

まず、問題提示の場においては、生活に根

ざした教材提示の工夫と、児童と教師がコ

ミュニケーションをしながら問題把握を目指

した。本時では、児童にとって身近な漁協の

課題提示

購買部の様子を撮影したものを示したり、お

使い指令というゲーム的な要素を取り入れた

りして、課題意識・追究意欲を引き出せたと

考える。

ホワイトボードを使って

次に、自分自身とのコミュニケーション

(自己内対話)の場においては、個人のホワイ

トボードを使って自己内対話を促すことをね

らいとした。時間を十分に与え、自分が立式

したものを説明できるようにさせた。ホワイ

トボードの機能としては、自分のノートに書

くことと変わりがないが、書いたり、消した

りが容易なこと、自分の机で書いたものをそ

のまま黒板に提示できることなどがある。そ

れにより、自分の意見を大切にするとともに

友達の意見と比較することができた。また、

前面の黒板がいわゆるＭｙ黒板に変わるの
マ イ
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で、授業に集中できたことなどがよかったよ

うに思う。

自分の考えの発表

最後に、他者とのコミュニケーション(集

団での学び合い)の場においては、ホワイト

ボードを基にして、友達の考えと自分の考え

を比較、検討することができ、自己内対話の

結果が他者とのコミュニケーションに役立っ

た。また、教師と児童が入れ替わり、児童だ

けでは出なかった意見もコミュニケーション

を活発にする上で有効であった。そして、児

童が意見を述べるときも、発言を中断させ、

全部を発言させずに、発表する児童が何を言

おうとしているのかを友達に発表させてみ

た。これは、相手の考えを理解することにつ

ながり、自己内対話をしながら検討すること

ができ、有効であった。

エ コミュニケーション能力の育成

課題解決におけるコミュニケーション活動

のもつ役割について考え、 に模式図を示図６

す。課題を与えられて、課題解決に至るまで

には、自己内対話と集団での学び合いが必要

であり、どちらも密接にかかわり合っている

と思われる。自己内対話と集団での学び合い

を繰り返す中で、①から⑩の順にコミュニ

ケーションが深まり、考える力が身に付いて

くると考える。このコミュニケーションのサ

イクルは、人数にかかわりなく同じであると

考える。

自分自身とのコミュニケーション（自己内対話）

①自己の考えをもつ

②自己の考えを表現できる ・具体的な操作 ・図や表・言葉・式

④他者の考えを聞いて、自己の考えを振り返る

⑦自分の考えと他者の考えのずれを意識する

⑩自分の考えを見つめ直す

課題 考える力の育成 課題解決

⑨お互いのよさを認め合う ・よさを認める ・見つめ直す

⑧お互いの考えをぶつけ合う ・こだわりや考えをぶつけての練り合い

⑥お互いの考えをつなげ合う・分類する ･まとめる･よさを認め合う

⑤他者の考えを理解し合う

③他者の考えを受け取る・ていねいに聞く ・分かろうとして聞く

他者とのコミュニケーション（集団での学び合い）

図６ 課題解決におけるコミュニケーション活動のもつ役割
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表３ コミュニケーションを活発にする有効な手だて

特に少人数で有効と思われるもの 人数にかかわりなく有効と思われるもの

○個人用のホワイトボードの活用 ○身近で生活に根ざした教材の開発、活用

○教師が子ども役に、子どもが教師役になるなど ○ストーリー性やゲーム性をもたせた単元全体

○互いに問題を作り、友達に解かせ、答え合わせ につながる課題提示

をすること ○発表の途中から友達に続きを発表させること

○少人数の協力による算数的活動 ○振り返りカードなどの活用

オ コミュニケーションを活発にする有効な

手だて

昨年度37人、今年度３人の学級を経験する

機会をもったが、２年間の実践を通して次の

ことが分かった。

まず、37人の学級であろうと、３人の少人

数の学級であろうと、人数にかかわりなく課

題提示の場では、児童の課題意識や追究意欲

を引き出せるような教材提示の工夫や教材の

開発は必要である。違いがあるとすれば、そ

れは、多人数の場合、主に他者とのコミュニ

ケーション(集団での学び合い)が中心である

のに対し、少人数の場合、主に自分自身との

コミュニケーション能力(自己内対話)が中心

であるということであろう。ただし、この二

つは、どちらが欠けてもコミュニケーション

が活発にならない。

ただ、へき地・小規模校の場合、集団での

学び合いの場面の機会が少ないので、当然い

ろいろな考えに出会うことも少なくなってく

る。そのため自然と、自分自身とのコミュニ

ケーション(自己内対話)の場面が多くなる。

それを補うのは教師の支援であり、自分自身

とのコミュニケーション(自己内対話)の充実

が必要である。

２年間の実践を通して、コミュニケーショ

表ンを活発にする有効な手だてが分かった(

)｡３

カ まとめと今後の課題

自己内対話に焦点を当てたコミュニケー

ションを活発にする算数授業を目指して本研

究を進めてきた。その中で、少人数だからこ

自分の考えの確かめ

そできる実践ができたのは成果の一つである ｡

また 自分自身とのコミュニケーション(自、

己内対話)が人数の多少にかかわらず重要と

なり、考えることの基礎となることや、たと

え少人数であっても、他者とのコミュニケー

ション(集団での学び合い)がなければ考える

力は育ちにくいということも分かった。つま

り、車の両輪のようにお互いが密接にかかわ

り合ってこそ考える力が育つと考えられる。

昨年度は多人数の学級、今年度は少人数の

学級と２年間で大きく児童数の異なる場での

実践をしたが、自分自身とのコミュニケー

ション(自己内対話)と他者とのコミュニケー

ション(集団での学び合い)は、人数にかかわ

りなく有効であると考えられる。へき地・小

規模校においては、他者とのコミュニケー

ションの場面が限られているので、様々な考

えに出会う機会が少なくなる。そのため、自

然と自分自身とのコミュニケーションの場面

が重要になってくる。

今後は、他教科などにおいてもコミュニケー

ションを重視して実践を重ねていきたい。


